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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。
　薬師沢石張り水路工（長野県小川村）を除草する
薬師沢砂防惣代の会と地元の中学生達

１．はじめに

　近年、社会資本施設に対する見学など、インフラ

ツーリズムへの関心が高まっています。その中でも

砂防施設は地域から土砂災害を防ぐための施設とし

ての役割を期待されています。とりわけ建設から50

年以上経過した歴史的砂防施設は、現役の防災施設

として地域を土砂災害から守りながら、地域の歴史

や災害との付き合い方を現在に伝える文化財とし

て、また、観光資源として地域の活性化のために活

用されています。今後、砂防インフラツーリズムの

活性化に向けて期待も高まっていますが、こうした

中で、歴史的砂防施設を拠点に活動を行っている住

民団体の重要性が指摘されていますが、その実態は

明らかではありません。

　そこで、全国の歴史的砂防施設を拠点に活動を行

っている住民団体を対象に、アンケート調査を行い

ました。対象とした住民団体は、平成30年（2018年）

10月に開催された「石積み砂防シンポジウム」（牛

伏川階段工100周年記念行事）に参加した団体とし

ました。調査方法は、各住民団体の代表にアンケー

ト用紙を送付し、返信をしていただく方式で実施し

ました。この結果、８団体からの回答を得ました。

２.アンケート調査から見た住民団体の活動状況に

ついて

　住民団体へのアンケート調査結果に基づき、歴史

的砂防施設の活用の現状と課題を下記に示す六つの

観点から整理しました。

①活動対象として砂防施設の状況

　活動対象は、建設から50年以上経過したというこ

ともあり、主に石積の砂防施設が対象となっており、

砂防施設は登録有形文化財に登録されています。

②住民団体の組織構成と活動状況

　住民団体の設立経緯は様々であり、文化財登録や

土木学会選奨土木遺産への選定をきっかけに団体が

設立された団体や、地域における公民館活動の一環

として設立されたケースや、地域の生活基盤である

棚田を保全する目的で設立された団体もあります。

住民団体に所属する人数や年齢構成については、９

人から68人となっており、全体的に50歳代以上の人

が大部分を占めています。住民団体の活動について

は、学習会や見学会、比較的大規模なイベントの開

催のほか、除草・清掃等の砂防施設周辺の整備を行

っています。毎年定期的に活動している内容も見ら

れました。維持管理については、各団体とも様々な

取り組みを実施しており、砂防施設周辺の除草・清

掃の他に、大雨等で損傷した石積の重機を使用した

補修を行っている団体もあります。このような活動

の中で、砂防施設を訪れる一般市民（観光客）は、

多い所で3000人近くに上っている所もあります。活

動費用（予算）については、県・市町村からの補助

のほか、助成金等を活用して行われています。

③施設を管理する行政機関との関係

　住民団体が活動の対象としている砂防施設は、基

本的に国や県が管理する公共施設であるため、ほと

んどの住民団体が活動にあたり日常から行政機関と

連携し、情報共有を行っています。連携内容として、

砂防施設及び周辺の損傷状況等の把握や、イベント

の協働開催、維持管理作業の協力・支援など、比較

的幅広く行われています。行政機関への要望につい

ては、活動内容の広報と資金援助があります。

④防災教育への活用

　砂防施設の小中学校への防災教育への利用につい

ては、８団体中６団体で実施されていました。現地

を訪れる小中学生、教員に対し、住民団体会員によ

る案内や説明、ボランティア作業への参加などが実

施されています。

⑤地域住民との関係

　活動を通じて地域住民の意見や反応については、

地域が元気になる、活動によって安全になる、景観

が良くなる、地域外の人との交流が進むなど、肯定

的な意見が多かったです。一方で、高齢化の進行に

よる人員の確保が難しくなってきていること、維持

管理の対象施設が多くなってきていること、地域内

でも活動に対する考え方に温度差があること等、課

題も確認されました。

⑥今後の組織運営、課題・提案

　今後、歴史的砂防施設を利用して活性化を図って

いく上で必要なこととして、地域や砂防施設を知る

ための勉強会・見学会の開催や、防災教育の場とし

ての活用、歴史的砂防施設を利用したイベントの開

催等、歴史的砂防施設を知ってもらう取り組みが課

題として挙がりました。また、今後の取り組みとし

て、周辺の公共施設との連携や多くの人を巻き込む

活動の展開、広域的・継続的なイベントの開催、大

学との共同研究・調査の実施、地域の基盤としての

整備等を想定しています。住民団体の持つ課題とし

て過半数を超える団体が「後継者不足」を挙げてお

り、若い世代の参加や維持管理の継続的な実施、地

域の問題として捉えていくべきとの意見も見られま

した。

３．まとめ

　歴史的砂防施設を活動対象とした住民団体は、施

設を管理する行政機関と連携し、砂防施設の保存や

維持管理活動を通じて、地域の活性化に取り組んで

います。住民団体関係者の高齢化・後継者不足とい

う課題の中で、積極的に砂防施設の説明・紹介や広

報・PR活動を実施しており、地域を知る歴史教育

や防災教育に大きく貢献していることがわかりまし

た。また、住民団体の活動やイベントの開催を通じ

て、除草・清掃・施設の点検等の砂防施設の維持管

理活動が、施設の維持＝防災力の向上につながって

います。一方で、団体の後継者不足などの課題など

も明らかとなりました。今後は全国の歴史的砂防施

設間の情報共有のネットワークを構築することによ

り、地域に合った利活用方法を導入し、歴史的砂防

施設の保存と砂防インフラツーリズムの活性化など

につなげていく必要があります。

謝辞　本研究については、アンケート調査に協力を

いただきました住民団体の皆様に感謝申し上げま

す。またとりまとめに際して岩手大学農学部砂防学

研究室の学生達に協力をいただきました。
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　岩手ふるさと農業協同組合（Ｊ

Ａ岩手ふるさと、奥州市胆沢、後

藤元夫経営管理委員会長）は、奥

州市胆沢小山字峠地内に胆沢カン

トリーエレベーターの建設を計

画。来年３月の完成を目指し、設

計・施工をヤンマーグリーンシス

テムの担当で進めている。胆沢地

区内２カ所のカントリーエレベー

ターを、施設の老朽化や現状の営

農の状況などから１カ所に集約す

る。

　カントリーエレベーターは、米

や小麦、大麦、大豆などを乾燥、

貯蔵、調製、出荷までを一環して

行う施設。生産者の共同利用施設

となる。カントリーエレベーター

では、刈り取

られた籾を大

型乾燥機で乾

燥し、乾燥し

た籾をサイロ

に貯蔵。籾を

籾摺り機で玄

米にして出荷

する手順で処

理される。

　ＪＡ岩手ふ

るさとでは、

胆沢地区で小

山カントリーエレベーターと南都

田カントリーエレベーターを管理

し、水稲を処理している。両施設

は、1970、71年に整備されたもの

で老朽化が認められる。

　現在の２施設が整備された時代

と比較し、コンバインでの稲の刈

り取りが主流となった。現在のニ

ーズに対応するものにするため新

施設の整備を計画した。

　新たなカントリーエレベーター

は、小山カントリーエレベーター

の立地していた場所に、整備する。

施設は、鉄骨造で約1500平方㍍の

床面積となっている。

　貯蔵能力は3200㌧を予定。２施

設を合わせたものより貯蔵能力は

少し下がるが、処理する能力は格

段に向上するとしている。

　現在、ヤンマーグリーンシステ

ムの担当で施工が進む。工期は

年３月までの予定で、実際に使い

始めるのは来秋の稲刈り後からに

なる見通しだ。

　なお、小山カントリーエレベー

ターは既に解体。南都田カントリ

ーエレベーターについては、今後

解体する予定でいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　奥州市の今年度の農業集落排水

事業は、処理施設や管渠施設の機

能強化に向けた施工や調査を進め

ている。処理施設については４地

区が対象で設備関係の改修が内

容、管渠施設は４地区を２地区に

統合するための施工が内容となっ

ている。

　処理施設の機能強化を実施する

のは、江刺の二子町、胆沢の供養

塚、前沢の赤生津と前沢北部の各

地区。処理施設ポンプの機械設備

や電気設備などの改修を計画して

いる。二子町と赤生津は施工中、

供養塚と前沢北部は工事発注を今

後見込んでいる。

　二子町と赤生津の各地区は、今

年度で機能強化を完了。供養塚と

前沢北部の各地区は、来年度も施

工を実施したいとしている。加え

て、衣川の富田川西地区では、来

年度から機能強化の施工に入りた

い考えで、今年度は調査を進めて

いる。

　管渠施設の機能強化を計画する

のは、江刺の川西・倉沢、衣川の

六道寺向・富田川西地区。川西地

区の処理施設を廃止して倉沢地区

に、六道寺向地区の処理施設を廃

止して富田川西地区に、それぞれ

統合する。施工としては、ポンプ

の設置や管布設などとなってお

り、いずれも施工中としている。

　各地区の概要を見ると、二子町

地区は、計画人口1840人、計画戸

数310戸、処理水量497.0立方㍍（日

平均）。供養塚地区は、計画人口19

60人、計画戸数377戸、処理水量5

29.9立方㍍（日平均）となってい

る。

　赤生津地区は、計画人口1480人、

計画戸数316戸、処理水量399.6立

方㍍。前沢北部地区は、計画人口

2460人、計画戸数574戸、処理水

量891.0立方㍍（日平均）の規模

となる。

　川西地区は計画人口1080人、計

画戸数230戸、処理水量280.8立方

㍍（日平均）、倉沢地区は計画人口

2240人、計画戸数495戸、処理水

量604.8立方㍍（日平均）。六道寺

向地区は計画人口660人、計画戸

数147戸、処理水量178.2立方㍍、

富田川西地区は計画人口800人、

計画戸数160戸、処理水量216.0立

方㍍（日平均）となっている。

整備が進む胆沢カントリーエレベーター


